
今月の

TOPICS
くしまトピックス

本城地区で本市初の地域連携組織「まちづ
くり協議会『チーム本城』」が発足し、同

地区体育館で設立総会が行われました。各自治会長や民
生児童委員ら約５０人が参加。同チームの鎌田芳徳会長は

「地域の皆さんが幸せな生活を送れるよう、一丸となっ
て頑張っていきたい」とあいさつされました。同チーム
は今後、「地域づくり」「福祉・教育」「防犯・防災」を活動
の柱にし、地域のにぎわい創出事業や高齢者・子どもの
見守り活動などに主体的に取り組んでいきます。

　福島地区の上塩自治会は、南海トラフ巨大地震による
津波を想定した防災訓練を行いました。地区の小学生や
住民ら約３０人が参加。初めに塩屋原公民館で地元の防災
士である武田健二さんから津波の危険性や発生時の対応
の仕方などについて学んだ後、近くのマンションに実際
に避難。その後福島高校に移動し、校内に設置している
防災かまどを使用して、ご飯やスイートコーンを本市の
防災士らに教わりながら作りました。参加した福島小学
校６年生の久保田柚

ゆず
希
き

さんは「津波発生時の行動の仕方
が分かってよかった」と話していました。訓練はそのほか、
同校体育館で、避難所で使用する簡易ベッドの組み立て
なども行われました。

～地域住民が自分たちで豊かな地域づくりを～
本城・都井地区で地域連携組織発足

津波を想定した
防災訓練実施

あいさつする役員ら

炊き出しを体験する参加者
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あいさつする石上会長

都井地区の地域連携組織「都井地区あかり
会」が発足し、同地区基幹集落センター

で設立総会が行われました。同地区の関係者や社会福祉
協議会の職員ら約２０人が参加。同会の石上茂樹会長は「誰
もが住みやすい地域に向けて、都井地区ならではの活動
をできることから少しずつ行っていきたい」とあいさつ
されました。同会は今後、高齢者に対してのごみ出し支
援や防災訓練を中心に活動を行っていきます。
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【市木地区】川井富士男さん撮影　　「海を眺める手毬花」
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